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HFドップラーと微気圧計を用いた台風に伴う電離圏変動の統計解析

Statistical analysis of ionospheric and atmospheric disturbances

associated with typhoons using HFD and a microbarometer
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　地震に伴い電離圏変動が発生することが報告されているが，台風や竜巻等の激しい気象現象においても電離

圏擾乱の発生が確認されている．しかし，これらに関する研究は未だ十分ではないことから，本研究では，台

風に伴う電離圏変動や大気波動について，電気通信大学の運営するHFドップラー観測データと，菅平と沼田に

設置された微気圧計を用いて解析を行った．本研究では電通大調布キャンパスより電波を送信したHF帯電波を

菅平にて受信したデータを用いている． 

 

　2004年から2016年の間に発生した発生した台風の中から，調布－菅平中間点付近に接近したもの30個を対

象としHFドップラーデータの解析を行った．また，2012年から2016年までの15個の台風においては微気圧

計データとの比較も行った．それぞれの台風においてHFドップラー，微気圧計のダイナミックスペクトル図よ

り変動の有無の判別を行った．その結果，12個中4個の台風でドップラーと微気圧計，どちらのデータでも5

–40 mHzの帯域でスペクトル強度の上昇が見られ，それらは観測点に250kmよりも接近したものであった． 

 

　台風接近に伴い5 –40 mHzの帯域でHFドップラーのスペクトル強度の上昇が確認されたが，これは内部重力

波の音波モードが電離圏に到達することで変動が起きていると考えられる．また，HFドップラーと微気圧計の

比較について，観測点に250kmよりも接近した台風において共に変動が見られたが，これは内部重力波の音波

モードは鉛直方向に伝搬するためである．今回，対象とした台風の中には観測点に250kmよりも接近したにも

関わらずHFドップラーに変動が現れていないものも存在した．変動の有無については再解析データを用いて解

析を行っており，発表ではその結果について報告する予定である．
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